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三
年 

 

組 
 

番 

名
前
［ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

］ 
問 
次
の
空
欄
を
う
め
て
、『
言
葉
の
海
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
』
の
内
容
を
ま
と
め
な
さ
い
。 

第
五
段
（P

5
3

.1
4

～
お
わ
り
） 

 

「
も
の
す
ご
く
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
」
か
ら
と
い
っ
て
、「（
ト 

 
 

 
 

 
 

 

）
し
た
」
と
は
言
え

な
い
し
、
い
く
ら
お
星
さ
ま
が
明
る
く
て
も
、
星
が
「（
ナ 

 
 

 
 

 
 

 

）」
と
は
言
え
な
い
な

ど
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
も
言
葉
で
あ
る
以
上
、（
ニ 

 
 

 
 

 
 

 

）
な
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
例
外
も
多
い
。 

第
四
段
（P

5
2

.1
2

～5
3

.1
3

） 

 

擬
態
語
は
（
タ 

 
 

 
 

）
を
模
写
し
た
も
の
で
、
本
来
「
様
子
」
に
音
は
な
い
は
ず
だ
が
、
擬

態
語
に
も
擬
音
語
と
似
た
よ
う
な
、（
チ 

 
 

 
 

 
 

 

）
と
の
対
応
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
音
質

や
（
ツ 

 
 

 
 

 
 

 

）
と
意
味
と
の
間
に
一
定
の
（
テ 

 
 

 
 

）
が
見
て
と
れ
る
。 

第
三
段
（P

5
1

.8

～5
2

.1
1

） 

 

擬
音
語
・（
コ 

 
 

 
 

 
 

 

）
の
一
群
は
（
サ 

 
 

 
 

 
 

 

）
と
言
わ
れ
、
言
語
記
号
の

恣
意
性
の
（
シ 

 
 

 
 

）
で
あ
り
、
音
声
と
意
味
と
が
（
ス 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
い
る
。
特

に
擬
音
語
は
、
ま
さ
し
く
「
音
を
ま
ね
し
た
単
語
」
で
あ
り
、（
セ 

 
 

 
 

 
 

 

）
で
あ
る
。
日

本
語
は
こ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
特
別
発
達
し
て
い
る
。外
国
人
学
習
者
に
も
、日
本
語
の（
ソ 

 
 

 
 

）

の
法
則
は
本
能
的
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。 

第
二
段
（P

5
0

.9

～P
5

1
.7

） 

 

音
声
と
意
味
の
間
に
何
の
（
オ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
か
ら
こ
そ
、
人
類
は
森
羅
万
象
、
過
去

も
未
来
も
、（
カ 

 
 

 
 

）
も
（
キ 

 
 

 
 

）
も
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
反
面
、
音
の
組
み

合
わ
せ
と
意
味
を
、
一
つ
一
つ
頭
の
中
で
（
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
覚
え

て
い
く
し
か
な
い
。
実
体
験
と
結
び
つ
く
母
語
と
違
い
、（
ケ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
の
場
合
は
さ

ら
に
難
し
く
て
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

第
一
段
（
は
じ
め
～P

5
0

.8

） 

 

ス
イ
ス
の
言
語
学
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル
が「（
ア 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）」

を
発
見
し
た
。「
言
語
記
号
」
と
は
言
葉
と
し
て
（
イ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
音
声
と
音
声
に
よ
っ
て
（
ウ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
と
の
間
に
は
こ
れ
と
い
っ
て

（
エ 

 
 

 
 

 
 

 

）
が
な
い
こ
と
を
「
言
語
記
号
の
恣
意
性
」
と
い
う
。 


